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高等部数学研究部の生徒が中心と

なったグループが 月 ～ 日に福

岡で開催される国際学会で査読付き

論文を発表する。学会名は、計算機

学と数学の関係を研究する国際学会

“鬹鮉魿髵鮷鰞魿鰏鮷魪鰞鮋鮼鮷魪鮚髛鮼鮷鮅魿鰏魿

鮷魮魿鮼鮷鬀魪鰞鮉魿鮩魪鰞鮋魮魪鮚髈鰑鯐魿魮鰞鰑

鮼鮅髛鮼鮩鯐鰦鰞魿鰏魪鮷魸髵鮷鮅鮼鰏鮩魪鰞鮋鮼鮷

鬷魮鮋魿鮷魮魿鰑” で 論文“髤鮋鰑魮鰏魿鰞魿鬀

魪鰞鮉魿鮩魪鰞鮋魮鰑魪鮷魸髛鮼鮩鯐鰦鰞魿鰏髈鮚鮇

魿魭鰏魪(離散数学と計算機代数)”を

英語で発表黕著者は黋山内俊幸さん

(理１)と高等部１年の西村幸一朗さ

ん黋井上泰志さん黋泊祐樹さん黕高校

生が国際学会で査読付き論文を発表

できるのは珍しいという黕 月には

京都大学数理解析研究所の研究集会

で同じメンバーが発表している。

数学研究部の研究は、さまざまな

ところで評価されていて、セルビア

のの国立数学研究所が発行する雑誌

魌鮋鰑鰦魪鮚鬀魪鰞鮉魿鮩魪鰞鮋魮鰑魌鮼鮚鰦鮩魿

⑩鬄鮼駧㉚ 骿に、前号に続いて掲

載された。論文のタイトルは“髛鮼

鮩魭鮋鮷魪鰞鮼鰏鮋魪鮚髲魪鮩魿鰑魪鮷魸髗魿魪鰦鰞鮋鮅

鰦鮚髲鰏魪鯐鮉鰑鬛鰏鮼魸鰦魮魿魸魭鱎鰞鮉魿鮩駧

”（組み合わせゲームとそれから作

られる美しいグラフ）。論文の著者

は、内藤昌宗さん、巽創さん、西村

幸一朗さん、井上泰志さん、泊祐樹

さん、中岡拓磨さんと高等部卒業生

の山内俊幸さん、松井啓史さん。

高等部数学研究部
中心のグループ

総
合
政
策
学
部
メ
デ
ィ
ア
情

報
学
科
、
山
中
速
人
教
授
の
ゼ

ミ
・
研
究
室
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ラ
ジ
オ
局
エ
フ
エ
ム
ワ
イ
ワ

イ
（
神
戸
市
長
田
区
）
が
連
携

し

月

日
、
同
局
内
に
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
メ
デ
ィ
ア
工
房
」

を
開
設
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
メ
デ
ィ
ア
の

授
業
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
工

房
で
局
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
Ｆ
Ｍ
わ
い

わ
い
が
め
ざ
す
多
文
化
共
生
の

理
念
と
実
践
に
つ
い
て
学
ぶ
。

同
時
に
、
ラ
ジ
オ
番
組
の
制
作

を
体
験
し
た
り
、
ブ
ロ
ー
ド
キ

ャ
ス
タ
ー
と
し
て
生
番
組
の
放

送
に
関
わ
っ
た
り
し
て
、
総
合

的
な
メ
デ
ィ
ア
技
術
を
身
に
つ

け
る
。
制
作
し
た
番
組
は
、
Ｆ

Ｍ
地
上
波
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
放
送
し
て
い
く
。

山
中
ゼ
ミ
は
、
こ
れ
ま
で
も

同
局
の
協
力
で
、
学
生
に
よ
る

番
組
を
制
作
、
放
送
す
る
な
ど

し
て
き
た
。
工
房
を
開
設
し
た

こ
と
で
、
協
力
関
係
を
さ
ら
に

強
化
し
、
地
域
と
も
連
携
し
た

メ
デ
ィ
ア
教
育
に
力
を
入
れ
て

い
く
。
ゼ
ミ
長
の
青
山
寛
幸
さ

ん
（
総
３
）
は
「
器
機
の
知
識

な
ど
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
工
房
で
い
ろ
ん
な
こ

と
を
学
び
た
い
。
情
報
発
信
を

通
じ
て
、
地
域
を
盛
り
上
げ
た

い
」
と
期
待
し
て
い
る
。

総政・山中ゼミ「エフエムワイワイ」と連携

国
際
学
部
が
来
年
、
新
設
さ

れ
る
の
を
機
に
、
関
学
大
の
各

学
部
で
は
、
留
学
生
に
対
す
る

取
り
組
み
が
活
発
化
し
て
き
て

い
る
。

社
会
学
部
で
は
継
続
し
て
春

と
秋
の
２
回
、
立
食
形
式
で
気

軽
に
悩
み
相
談
な
ど
が
で
き
る

「
外
国
人
留
学
生
懇
談
会
」
が

行
わ
れ
て
い
る
。
事
前
の
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
で
留
学
生
の
日
本

の
暮
ら
し
に
対
す
る
悩
み
や
不

安
を
聞
き
、
教
職
員
で
情
報
を

共
有
。
懇
談
会
で
相
談
す
る
場

を
設
け
、
留
学
生
が
魅
力
的
に

思
え
る
環
境
作
り
を
目
指
し
て

い
る
。

人
間
福
祉
学
部
で
は
、
社
会

学
部
の
取
り
組
み
を
基
に
独
自

の
留
学
生
懇
談
会
を
開
催
。
留

学
生
・
教
職
員
・
学
生
が
一
体

と
な
っ
て
、
悩
み
相
談
に
応
じ

て
い
る
。
会
で
は
、
ゲ
ー
ム
な

ど
を
盛
り
込
み
よ
り
楽
し
ん
で

参
加
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
る
。
経
済
学
部
は
、
留
学
生

か
ら
の
「
日
本
人
と
交
流
す
る

機
会
を
も
っ
と
持
ち
た
い
」
と

の
要
望
を
受
け
、
今
年
７
月
、

初
め
て
の
試
み
と
し
て
一
般
学

生
と
留
学
生
が
交
流
で
き
る
場

「
留
学
生
と
の
交
流
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
」
を
開
催
。

昼
休
憩
を
利
用
し
、
立
食
形

式
で
開
催
。
当
日
も
自
由
に
参

加
が
で
き
た
た
め
、

人
ほ
ど

が
集
ま
り
好
評
だ
っ
た
。
来
年

以
降
も
年
１
回
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。

関
学
大
総
合
政
策
学
部
の

「
都
市
政
策
演
習
」
（
担
当
・

角
野
幸
博
教
授
、
客
野
尚
志
准

教
授
）
の
受
講
生
が
、
兵
庫
県

丹
波
市
柏
原
地
区
の
活
性
化
を

目
指
し
て
、

月

、

日
に

行
わ
れ
た
柏
原
地
区
の
恒
例
行

事
「
織
田
祭
り
」
と
「
う
ま
い

も
ん
フ
ェ
ス
タ
」
で
、
空
き
民

家
を
利
用
し
た
「
関
学
カ
フ
ェ
」

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

総
合
政
策
学
部
で
は
今
年
３

月
、
同
地
区
と
連
携
し
、
空
き

民
家
を
活
動
拠
点
に
、
地
域
活

性
化
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
定

期
的
な
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
な
ど
を

実
施
し
て
き
た
。
今
回
の
カ
フ

ェ
運
営
も
そ
の
一
環
。

「
織
田
祭
り
」
と
「
う
ま
い

も
ん
フ
ェ
ス
タ
」
は
、
丹
波
の

秋
の
味
覚
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
屋
台
の
ほ
か
、
武
者
行
列

な
ど
を
実
施
し
、
毎
年
多
く
の

観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
。
関
学
カ

フ
ェ
で
は
、
丹
波
の
名
産
、
黒

豆
を
使
用
し
た
う
ど
ん
や
栗
カ

レ
ー
、
全
国
菓
子
博
覧
会
で
金

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
の
あ
る

「
か
ち
栗
最
中
」
や
、
地
元
丹

波
の
大
粒
の
黒
大
豆
を
使
っ
た

「
黒
南
蛮
」
な
ど
を
提
供
。
カ

フ
ェ
運
営
と
同
時
に
、
柏
原
の

ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
ロ
マ
ン
城
下
町
柏
原
」
に
ふ

さ
わ
し
い
写
真
を
、
イ
ベ
ン
ト

の
来
訪
者
に
選
ん
で
も
ら
う

「
来
訪
者
街
並
み
イ
メ
ー
ジ
調

査
」
も
実
施
し
た
。

大
阪
府
か
ら
観
光
に
訪
れ
て

い
た
野
田
和
幹
さ
ん
は
「
学
生

さ
ん
が
地
域
に
入
り
、
活
動
し

て
い
る
の
は
、
新
鮮
で
い
い
。

今
後
も
継
続
し
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
た
。
カ
フ

ェ
ス
タ
ッ
フ
の
朴
史
帆
さ
ん

（
総
２
）
は
「
お
客
さ
ん
か
ら

は
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
も

頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の

期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
」
と

意
欲
を
み
せ
て
い
る
。
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関
学
大
の
学
生

人
が
、
宝

塚
に
新
た
な
呼
び
物
を
作
ろ
う

と
、
阪
急
バ
ス
㈱
の
協
力
を
得

て
宝
塚
の
観
光
名
所
を
巡
る

「
ル
ー
プ
バ
ス
」を
運
行
し
た
。

月

日
（
土
）
に
催
さ
れ

る
宝
塚
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
宝

塚
音
楽
回
廊
」
に
合
わ
せ
た
も

の
で
、
音
楽
回
廊
の
コ
ン
サ
ー

ト
会
場
を
結
ぶ
交
通
手
段
を
作

る
こ
と
で
、
宝
塚
の
ま
ち
の
魅

力
を
広
め
る
の
が
狙
い
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
宝
塚
の

活
性
化
を
目
指
す
関
学
大
の
授

業
「
地
域
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

（
宝
塚
）
」
の
一
環
で
、
今
年

で
２
回
目
の
実
施
。
昨
年
度
は
、

こ
の
企
画
が
、
経
済
産
業
省
主

催
の
「
社
会
人
基
礎
力
育
成
グ

ラ
ン
プ
リ
」
コ
ン
テ
ス
ト
に
お

い
て
準
大
賞
を
受
賞
。
学
生
た

ち
は
運
行
ル
ー
ト
設
定
や
バ
ス

会
社
と
の
交
渉
の
ほ
か
、
バ
ス

の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
や
車
内
広
告
の

ス
ポ
ン
サ
ー
探
し
も
手
が
け
る

な
ど
準
備
を
進
め
て
き
た
。

バ
ス
内
で
は
、
市
民
バ
ン
ド

が
、
生
演
奏
も
披
露
し
、
音
楽

ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
分
か
れ

た
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
バ
ス
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
バ
ス
、
ゴ
ス
ペ
ル
バ
ス

の
大
型
バ
ス
３
台
が
運
行
さ
れ

た
。
バ
ス
ル
ー
ト
周
辺
で
は
、

地
元
の
協
力
を
得
て
宝
塚
市
の

姉
妹
都
市
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
ウ
ィ
ー
ン
市
の
ス
イ
ー
ツ

や
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
や
ジ
ュ
エ
リ
ー
教
室
な

ど
も
開
催
。
８
月
に
ウ
ィ
ー
ン

市
観
光
局
な
ど
を
訪
問
し
、
学

生
自
ら
仕
入
れ
て
き
た
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
な
ど
も
販
売
し
た
。

前
田
吏
香
さ
ん
（
文
２
）
は

「
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
」
と
期
待
し
て
い
る
。

関
学
大
の
学
際
ゼ
ミ
「
ベ
ン

チ
ャ
ー
創
成
塾
」
を
履
修
す
る

女
子
学
生
５
人
が
、

月

日

か
ら

月

日
ま
で
の
毎
週

金
、
土
曜
日
に
、
甲
子
園
口
商

店
街
で
、
台
湾
茶
・
工
芸
花
茶

カ
フ
ェ
の
実
験
店
舗
「
花
カ
フ

ェ
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

学
生
に
よ
る
起
業
促
進
や
台

湾
の
伝
統
茶
文
化
の
紹
介
を
通

じ
た
国
際
交
流
、
商
店
街
の
連

携
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
目

的
。
学
生
は
、
今
年
８
月
に
台

湾
へ
調
査
旅
行
へ
も
出
か
け
、

台
北
の
茶
葉
専
門
店
で
台
湾
茶

に
つ
い
て
学
ん
で
き
た
。

カ
フ
ェ
で
は
、
お
湯
に
入
れ

る
と
花
が
咲
く
よ
う
に
茶
葉
が

開
く
工
芸
花
茶
や
台
湾
茶
、
ド

ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
ほ
か
、
学
生

手
作
り
の
杏
仁
豆
腐
や
マ
ン
ゴ

ー
プ
リ
ン
な
ど
の
デ
ザ
ー
ト
を

提
供
。
地
元
の
人
を
中
心
に
、

多
い
時
に
は
一
日

人
が
来
店

し
、
利
益
も
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。

店
舗
の
代
表
取
締
役
を
勤
め

た
生
島
彩
帆
さ
ん
（
文
３
）
は

「
珍
し
い
お
茶
を
見
て
、
喜
ん

で
く
れ
る
お
客
さ
ん
が
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
。
な
か
に
は
、
台

湾
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
方

も
い
て
、
癒
し
の
時
間
を
提
供

で
き
た
と
思
い
ま
す
」
。
店
長

の
中
塚
裕
子
さ
ん
（
経
３
）
は

「
店
舗
運
営
の
経
験
を
生
か
し

て
、
将
来
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
育

て
る
仕
事
な
ど
が
で
き
た
ら
」

と
話
し
て
い
る
。

総政演習受講生

学生 人、音楽回廊で

女子学生５人が開く

弁
当
容
器
を
回
収

途
上
国
の
子
支
援

交
換
留
学
生
も
参
加

生
協
の
リ
サ
イ
ク
ル
弁
当
容

器
を
回
収
し
て
、
発
展
途
上
国

の
子
ど
も
た
ち
の
支
援
を
す
る

サ
ー
ク
ル
「
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
に
、

９
月
か
ら
交
換
留
学
生
が
加
わ

り
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

留
学
生
は
、
９
月
に
米
国
か
ら

来
日
し
た
ブ
リ
ア
ナ
・
パ
タ
ー

ソ
ン
さ
ん
。
代
表
の
岡
本
望
さ

ん
（
人
２
）
が
留
学
生
と
一
緒

に
受
け
て
い
る
授
業
で
知
り
合

っ
た
。

パ
タ
ー
ソ
ン
さ
ん
は
医
師
を

目
指
し
、
米
国
で
は
学
業
の
間

に
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
。
「
米

国
で
は
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
す
る
の
は
当
た
り
前
。
日
本

人
は
な
ぜ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
熱

心
じ
ゃ
な
い
の
か
と
思
う
。
サ

ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
は
パ
ワ
フ

ル
。
日
本
で
い
ろ
い
ろ
な
経
験

が
で
き
て
楽
し
い
」
と
話
し
、

積
極
的
に
活
動
に
参
加
し
て
い

る
。
留
学
生
も
読
め
る
よ
う
に
、

回
収
を
呼
び
掛
け
る
チ
ラ
シ
を

パ
タ
ー
ソ
ン
さ
ん
が
英
文
で
作

る
予
定
。

岡
本
さ
ん
は
「
海
外
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
情
も
分
か
り
勉
強

に
な
る
。
み
ん
な
の
刺
激
に
も

な
っ
て
い
る
」
と

喜
ぶ
。
こ
れ
ま
で

は
、
人
間
福
祉
学

部
の
学
生
を
中
心

に
活
動
し
て
い
た

が
、
今
年
か
ら
は

社
会
学
部
や
経
済

学
部
の
学
生
も
加

わ
っ
て
メ
ン
バ
ー

が
増
え
て
き
た
。

専
用
の
回
収
ボ
ッ

ク
ス
も
増
設
、
現

在
回
収
ボ
ッ
ク
ス

は
、
Ｇ
号
館
、
Ｂ

Ｉ

Ｇ

Ｍ

Ａ

Ｍ

Ａ
、
生
協
フ
ォ
ー

ラ
ム
店
前
、
第
５

別
館
に
設
置
し
て
い
る
。

Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

弁
当
容
器
を
回
収
す
れ
ば

円

が
返
金
さ
れ
る
「
デ
ポ
ジ
ッ
ト

制
」
を
活
用
、
昨
年
４
月
か
ら

今
年
７
月
ま
で
に
２
万
８
０
８

６
円
が
集
ま
り
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ
（
国

連
世
界
食
糧
計
画
）
を
通
じ
て
、

ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち
の
給

食
支
援
に
寄
付
を
し
て
い
る
。

秋
学
期
は
こ
れ
ま
で
に
１
万
２

６
０
円
分
を
回
収
、
募
金
も
５

３
８
４
円
集
ま
っ
て
い
る
。各学部、悩み相談や交流会

菪 菩

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
の
思
い
出

民主党政権が誕生し、鳩山由紀夫氏が首相

になったことで、彼が留学していたスタンフ

ォード大学のことがニュースになっている。

「アエラ」の10月19日号によれば、彼は19

69年に東京大学工学部を卒業、翌 年秋から

スタンフォードの修士課程に進み、そこで６

年間の学究生活を送っている。まずは電気工

学の修士号を取得し、続いて当時世界最高峰

といわれたオペレーションズ・リサーチ（Ｏ

Ｒ）でも修士号を取得されたそうだ。

スタンフォードの大学院には黋私も関西学

院大学から麎ランバス留学生麏として派遣さ

れ黋 ～ 年の２年間黋統計学を学んだ黕専攻

は首相と同じＯＲ黕首相の留学生時代の暮ら

しを伝える記事を読みながら黋必死になって

勉強した当時のことを懐かしく思い出した黕

スタンフォード大学はサンフランシスコの

南、車で 分ほどの郊外にある。広い緑の芝

生があり、スパニッシュ・ミッション・スタ

イルと呼ばれる建物群もどこか関西学院を思

わせる雰囲気があった。研究のレベルは高く、

世界的な業績を上げた学者が多数在籍、ノー

ベル賞受賞者も輩出している。当然、

大学院生に求められる水準も高く、毎日が勉強漬け

の生活だった。

鳩山首相は、週末に仲間とタッチフットボールを

楽しまれていたということだが、それはよほどよく

勉強ができたからだろう。私は週末も勉強に追われ、

とてもそんな余裕はなかった。そんな暮らしの中で、

研究生活以外で、強く印象に残っていることが二つ

ある。

一つは、大学を挙げてアメリカンフットボールに

熱狂していたことである。スタンフォードはアメリ

カンフットボールでも知られた強豪であり、当然の

ことながら、大きな専用スタジアムを持っていた。

とりわけ、カリフォルニア大学バークレー校との対

抗戦は盛り上がり、その試合が近づくと大学中が騒

然としてきた。学生は一人１枚のチケットが購入で

きるが、当初2000円ほどで売り出されるチケットが、

次第にプレミアがつき、試合の前日にもなると、２

万円ほどにまで高騰する。これだけでも、人気のほ

どが分かってもらえるだろう。

スタンフォードのチームカラーは赤で、バークレ

ー校が青。関西学院が青で、赤の日本大学と張り合

っていたときのことを想像していただければ、その

雰囲気が分かると思う。その年、バークレー校で行

われた試合に家内と一緒に出かけたら、寮の窓から

顔を出した連中が盛んに罵声を浴びせてくる。なか

には「ゴー・ホーム」とののしる学生もいる。なぜ

そんなに怒っているのか分からないまま、その場は

やり過ごしたが、後でスタンフォードの友人にその

話をすると、そのときの私達の服装がよくなかった

らしい。夫婦そろって赤い服を着ていたのが、彼ら

にとっては挑発行為に写ったというのだ。スクール

カラーとは、彼らにとってそれほど愛着のあるものであり、

大切なものだったのだ。

もう一つは、チャペルで見かけた光景である。ある日の夕

方、ステンドグラスが夕日を浴び、美しく輝いているのに惹

かれてチャペルに入った。静かで誰もいないように見えたが、

よく見ると一人の先生が黙って頭を下げ、お祈りをささげて

おられた。敬虔なという言葉がぴったりするその光景を見て、

一瞬、息が詰まるような感動を覚えた。

以来、気になって朝や夕方、その前を通るたびにチャペル

をのぞくと、決まって誰かがお祈りを捧げている。その静か

で敬虔な姿を見るたびに、アメリカ人の精神的な背景という

か、魂の奥深いところに触れたような思いがした。

一方でアメリカンフットボールに熱狂し、一方で神の前に

敬虔な祈りを捧げる。もちろん、学問には真剣にかつ厳格に

取り組む。そういうスタンフォードでの体験が現在の私を形

成する上で非常に重要な役割を果たしている。それが人間と

しての背骨となっているように思う。

いま関西学院で学んでいる学生諸君においても、大学で講

義を聴くだけでなく、図書館やチャペル、芝生やグラウンド

を手がかりにして、人間としての背骨を形成してもらいたい。

留学時代のことを懐古しながら、いま、そんな感慨にふけっ

ている。 （学長・杉原左右一）

来
春
開
設
さ
れ
る
国
際
学
部

の
外
国
人
留
学
生
入
試
（
Ａ
Ｏ

型
）
の
合
格
発
表
が

月
１
日

に
あ
り
、
ウ
ガ
ン
ダ
か
ら
来
日

し
て
受
験
し
た
セ
グ
ジ
ャ
・
ジ

ュ
リ
ア
ス
さ
ん
、
ナ
バ
ノ
バ
・

ア
イ
リ
ー
ン
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

合
格
し
た
。

二
人
は
共
に
エ
イ
ズ
で
親
を

亡
く
し
、
大
学
進
学
を
断
念
し

て
い
た
が
、
「
あ
し
な
が
育
英

会
」
の
支
援
を
受
け
、
日
本
の

大
学
へ
進
学
す
る
道
が
開
け

た
。
国
際
学
部
が

英
語
で
実

施
す
る
科
目
だ
け
で

卒
業
に

必
要
な
単
位
数
を
ほ
ぼ

満
た

す
こ
と
が
可
能
な

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
整
え
た
こ
と

な
ど
か

ら
、
同
学
部
の
受
験
を

決
意

し
た
。

二
人
の
生
活
費
に
つ
い
て
は

あ
し
な
が
育
英
会
が
援
助
し
、

学
費
は
関
西
学
院
大
学
が
４
年

間
免
除
す
る
。
早
稲
田
大
学
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
も
す
で
に
ウ
ガ
ン
ダ

か
ら
の
同
様
の
留
学
生
を
受
け

入
れ
て
い
る
が
、
学
費
免
除
は

本
学
が
初
め
て
。

午
前
９
時
に
合
格
の
掲
示
が

張
り
出
さ
れ
る
と
、
二
人
は
喜

び
を
爆
発
さ
せ
、
あ
し
な
が
育

英
会
の
支
援
者
ら
と
抱
き
合
っ

た
。
ジ
ュ
リ
ア
ス
さ
ん
は
「
国

際
関
係
学
を
学
び
、
ウ
ガ
ン
ダ

の
後
輩
た
ち
を
支
援
し
た
い
」、

ア
イ
リ
ー
ン
さ
ん
は
「
経
営
学

を
き
ち
ん
と
勉
強
し
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
た
。

国
際
学
部
で
は
定
員
の
１
割

に
あ
た
る
約

人
の
留
学
生
を

受
け
入
れ
る
予
定
で
、
こ
れ
ま

で
に
二
人
の
ほ
か
に
も
カ
ナ

ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、
ド
イ

ツ
、
台
湾
な
ど
か
ら
●
人
の
入

学
が
決
定
し
て
い
る
。

「あしなが育英会」支援、学費免除

合格を喜ぶアイリーンさん（中央●）、ジュリアスさんと支援者たち

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢
記念講演と対談開催

蓆蓆蓆蓆蓆蓆蓆蓆蓆蓆蓆蓆蓆蓆蓆蓆蓆蓆蓆蓆蓆

応募2143点

読
売
新
聞
大
阪
本
社
、
デ
イ

リ
ー
・
ヨ
ミ
ウ
リ
主
催
、
関
西

学
院
大
学
共
催
の
「
高
校
生
英

語
エ
ッ
セ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

最
終
審
査
が

月

日
、
関
西

学
院
会
館
で
開
か
れ
、
最
優
秀

賞
と
優
秀
賞
、
審
査
員
特
別
賞

が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
た
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
日
本
の

高
校
生
を
対
象
に
実
施
。
「
考

え
て
み
よ
う
。
世
界
の
こ
と
、

日
本
の
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、

４
０
０
ワ
ー
ド
程
度
の
英
語
エ

ッ
セ
ー
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
２

１
４
３
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

１
次
審
査
を
経
て
、
最
終
審

査
に
は

作
品
が
残
り
、
ル
ー

ス

Ｍ

グ
ル
ー
ベ
ル
院
長
、
元

駐
日
英
国
大
使
の
グ
レ
ア
ム
・

フ
ラ
イ
氏
、
デ
イ
リ
ー
・
ヨ
ミ

ウ
リ
編
集
長
の
柳
川
慎
一
氏
、

英
語
講
師
の
竹
岡
広
信
氏
の
４

氏
が
審
査
に
当
た
っ
た
。
最
優

秀
賞
に
は
東
京
・
渋
谷
高
等
学

校
の
イ
シ
ワ
タ
ア
リ
サ
さ
ん
の

「鬹
鮉
魿
鬷
魮
鰏
魿
魪
鮩
鮋
鮷
鮇

髧
鱎
魿
鰑

」
が
選
ば
れ
た
。

グ
ル
ー
ベ
ル
院
長
は
「
本
当

に
多
く
の
方
に
応
募
し
て
い
た

だ
き
感
謝
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
は
す
ば
ら
し

い
と
思
い
ま
す
」
と
講
評
を
述

べ
た
。

賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎
賎

関
西
学
院
の
ス
ク
ー
ル
モ
ッ

ト
ー“

鬀
魪
鰑
鰞
魿
鰏
鱎
鮅
鮼
鰏
鬷

魿
鰏
鰨
鮋
魮
魿
”

の
提
唱
者
、
Ｃ

・
Ｊ
・
Ｌ
・
ベ
ー
ツ
第
４
代
院

長
の
孫
に
あ
た
る
ア
ル
マ
ン
・

デ
メ
ス
ト
ラ
ル
氏
（
カ
ナ
ダ
・

マ
ギ
ル
大
学
法
学
部
教
授
）
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
メ
ス
ト
ラ
ル

氏
、
兄
弟
が
今
秋
、
そ
れ
ぞ
れ

本
学
を
訪
れ
た
。
二
人
は
ベ
ー

ツ
院
長
の
長
女
の
子
息
に
あ
た

る
。兄

の
ア
ル
マ
ン
氏
は

月

日
に
来
学
、
法
学
部
の
授
業
で

「髬
鬹
髈
駜
魖
鬹
鬅
駜
髛
魪
鮷
魪

魸
魪
魪
鮷
魸
髺
魪
鯐
魪
鮷

」

を

テ

ー
マ
に
講
演
し
た
。
同
氏
は
国

際
法
の
分
野
で
世
界
的
権
威
と

し
て
活
躍
中
で
、
２
０
０
１
年

に
本
学
の
名
誉
博
士
号
を
受
け

て
い
る
。
こ
の
日
は
自
身
の
経

験
に
基
づ
き
、
自
由
貿
易
や
カ

ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
、
日
本
と
カ

ナ
ダ
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

月
に
は
弟
の
チ
ャ
ー
ル
ズ

氏
が
来
学
、
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

「
ベ
ー
ツ
館
」
に
数
日
間
滞
在

し
た
。
８
日
は
ラ
ン
バ
ス
礼
拝

堂
で
、

日
は
西
宮
聖
和
キ
ャ

ン
パ
ス
、

日
は
初
等
部
の
礼

拝
で
そ
れ
ぞ
れ
講
演
、
「
祖
父

は
常
に
知
的
で
、
や
さ
し
く
て
、

紳
士
だ
っ
た
」
と
ベ
ー
ツ
院
長

と
の
思
い
出
な
ど
を
紹
介
し

た
。来

年
は
ベ
ー
ツ
院
長
の
来
日

１
０
０
周
年
に
あ
た
り
、
学
院

で
は
記
念
行
事
を
検
討
し
て
い

る
。

国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
画

（
Ｕ
Ｎ
Ｖ
）
の
フ
ラ
ビ
ア
・
パ

ン
シ
エ
ー
リ
事
務
局
長
が

月

４
日
、
初
め
て
関
学
大
を
訪
れ

た
。パ

ン
シ
エ
ー
リ
事
務
局
長

は
、
国
連
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
た
樋
口
祥
子
さ
ん

（
法
４
）、
芦
田
明
美
さ
ん
（
総

４
）
、
木
下
杏
子
さ
ん
（
総
３
）

ら
の
案
内
で
、
西
宮
上
ケ
原
キ

ャ
ン
パ
ス
の
大
学
図
書
館
や
日

本
庭
園
な
ど
を
見
学
し
た
後
、

杉
原
左
右
一
学
長
、
グ
ル
ー
ベ

ル
院
長
ら
と
オ
ハ
ラ
ホ
ー
ル
で

懇
談
し
た
。

杉
原
学
長
は
「
国
連
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
卒
業
後

も
国
際
的
な
企
業
で
活
躍
し
た

り
、
欧
米
の
大
学
院
に
進
学
し

て
国
際
協
力
の
『
プ
ロ
』
を
め

ざ
し
た
り
、
大
き
く
成
長
し
て

い
る
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

日
本
の
大
学
シ
ス
テ
ム
の
な
か

で
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
取
り

組
み
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
こ
の

経
験
を
発
信
し
、
理
解
と
協
力

の
輪
を
広
げ
る
責
務
を
感
じ
て

い
る
」
と
述
べ
た
。
パ
ン
シ
エ

ー
リ
事
務
局
長
は
「
今
後
も
関

学
と
の
取
り
組
み
は
続
け
て
い

き
た
い
。
取
り
組
み
を
通
し
て
、

若
者
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ズ
ム

が
浸
透
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

【
国
連
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

関
学
大
は
、
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
計
画
と
協
定
を
結
び
、
２
０

０
４
年
度
か
ら
国
連
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
に

人

の
学
生
が
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

じ
て
、
開
発
途
上
国
で
の
支
援

活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

国連ボランティア計画事務局長

学長・院長らと懇談

パンシエーリ事務局長を囲む関学の学生ら

講演するアルマン・デメスト

ラル氏

蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂

国際学部開設準備室は

月 日、オープンキャンパ

ス行事の一つとして国際学

部開設記念の講演と対談を

開催した。

最初に、講師の村尾信尚

教授が国際社会に飛び出す

心構えとして「何か一つ国

際社会でやりたいものを持

ち続けること、そして周り

のいろんな人たちと上手に

付き合う柔軟性を持つこと

が大切」と体験をまじえて

語った。

続いて伊藤正一教授（国

際学部長に就任予定）が村

尾教授との対談の中で「多

くの国から国際学部に留学

してくる学生たちと交流し

て、お互いにその国の歴史

や文化を理解し、国際性豊

かな人が育つ学部にした

い」と述べた。会場に集ま

った300人の高校生や保護

者たちは熱心に二人の話に

聞き入っていた。
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